
棄に対するアルペンジアミドの影響を調べた。各群20匹のラットを10匹ずつのサブグ  

ループA及び丑に分け、Aには28日間、Bには7日間投与した－   

検体投与によりmPGT活性の誘導が認められた。これはT4代封の克進による血中  

甲状腺ホルモンの代謝克進を示唆するが、同酵素の誘導剤で罷められるべき血清T4及  

びT3濃度の減少を伴わずにTSH濃度が増加していたことから、甲状腺への影響は肝の  

酵素誘導によるフィードバックメカニズムだけでは十分に説明できないと考えられた。  

（参照44）  

（2）血r／か℃におけるヨードサイロニン脱ヨード酵素typelに対する影響   

Wistarラット2匹の肝臓を用いて、甲状腺ホルモン代謝、特にT4からT3への活性  

化酵素であるヨードサイロニン脱ヨード酵素呼pelに対するフルベンジアミドの影響を  

調べた。   

検体が肝臓のヨードサイロニン脱ヨード酵素typelの阻害を通じ甲状腺ホルモンの恒  

常性維持に影響を及ぼすことはないことが示唆された。（参照44）  

（3）1世代繁殖試儀における児動物の眼球の病理組織学的検査   

2世代繁殖試験及び1世代繁殖試験においてFl児動物で静められた眼球腫大の詳細を  

検討するため、1世代繁殖試験のア1児動物を対象として異常所見のある服球について病  

理組織学的検査を行うとともに、その前駆病変の有無を検索するために肉眼的異常を認  

めなかった眼球についても検査した。   

2000及び20000pp皿投与群で眼球に肉眼的異常を示した離乳児では、虹彩癒着、出  

血、角膜炎、虹彩炎、白内障、角膜上皮基底細胞の水腫様変性及び角膜上皮空地化とい  

う種々の組織学的変化があり、虹彩癒着による眼房水の排泄障害による眼圧増加が眼球  

鹿大の原因である可能性が考えられた。肉眼的異常のない離乳児の眼球では検体の投与  

に関連した影響はみられず、1世代繁殖試験における眼球への影響に関する無毒性量は  

200ppmであると考えられた。（参照44）   

（4）肝ミクロソーム画分による血′／加代謝試験   

雌雄のFis（九erラット、ICRマウス、ピーグル犬及びヒト（10ドナー混合）の肝臓よ  

り調製したミクロソーム画分を用いた血I加代謝試験を実施した。   

ラットの場合、雄由来ミクロソームはフルペンジアミドの代謝物Eへの顕著な水酸化  

活性を示したが、雌由来ミクロソームには同活性は艶められなかった。一方、ラットを  

除く他動物（マウス、イヌ及びヒト）由来のミクロソームの場合、雌雄で同程度のフル  

ベンジアミ ド水酸化活性を示した。（参照44）  
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Ⅱ．投合評価   

参照に挙げた資料を用いて農薬rフルベンジアミ．ド」の食品健康影響評価を実施した。   

ラットを用いた動物体内運命試願において、単回投与後の血祭中濃度は低用量群で投与  

6～12時間後に、高用量群で投与12時間後に最高に達した。組織内では、投与後9時間  

で吸収部位である消化管（胃、小腸及び大腸）、肝臓、腎臓、副腎及び脂肪等に比較的高  

濃度に認められた。主な排泄経路は糞及び胆汁であったが、特に真申への排泄が多かった。  

尿、糞及び胆汁における代謝物の大部分を占めるのはフルベンジアミドであった。主要代  

謝経路は、トルイジン環2位メチル基の酸化、チオアルキルアミン部分のメチル基の酸化  

であると推定された。さらにこれらの代謝物は、グルタロン酸及びグルタチオン抱合の経  

路により代謝が進行すると考えられた。   

りんご、キャベツ及びトマトを用いた植物体内運命試験が実施された。残留放射能はほ  

とんどが散布部位で認められ、その内容としてはフルベンジアミドが大部を占め、他に代  

謝物としてB、C、E及びHが確認された。各作物における主要代謝経路は、光分解によ  

りヨウ素原子が離脱した代謝物B及びCの生成、トルイジン衆メチル基の酸化による代謝  

物E及びⅡの生成と考えられた。   

土壌中運命試験が実施されており、好気的条件下でフルペンジアミドの土壌中半減期は  

180日以上であった。微量ではあるが、分解物としてB、丑及びⅡが検出された。自然太  

陽光下ではフルベンジアミドの土壌中半減期は33．6～34．9日と推定され、分解物Bへ分  

解されることが示された。分解物Bは分解物Mを経由して二酸化炭素まで分解又は未抽  

掛残淀に取り込まれたと考えられた。   

水中加水分解及び光分解試験が実施されており、フルベンジアミドは加水分解に対して  

安定であった。水中光分解試験におけるフルベンジアミドの半減期は、自然水及び緩衝液  

中で自然太陽光の下で25．2～32．5日と推定された。主要分解物は分解物B及びCであり、  

分解物Cは後期に分解物Dへと分解するものと推定された。   

火山灰軽埴土及び沖積埴壌土を用いて、フルベンジアミド及び分解物を分析対象とした  

土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。圃場における半減期は、フルベンジアミ  

ドとしては34～247日であり、フルペンジアミド及び分解物では、34～250日であった。   

レタス及びだいこんを用いて、 アルペンジアミド、分解物B及びCを分析対象化合物とし  

た後作物残留試験が実施された。各化合物は、いずれの作物においても検出限界以下であっ  

た。   

野菜、果実、豆類及び茶を用いて、フルベンジアミド、代謝物B及びCを分析対象化合物  

とした作物残留試験が実施された。最高値はフルベンジアミドの茶（あら茶）の最終散布後7  

日目における29．Omdkgであった。また、代謝物Bでは、リーフレタスで0．04～0．16mg肱g  

であった以外は、0．1mg肱g以下であった。代謝物Cは、全データが検出限界未満であった。   

ラットにおけるフルベンジアミドの急性経口IJ九0は雌雄で2000mg肱g体重超、経度  

LD50は雌雄で2000皿g瓜g体重超、吸入LC50は雌雄で0．07皿g瓜超であった。分解物丑  

及びCの急性経口u）50はそれぞれ2000mg此g体重超であった。   

ウサギを用いて、フルベンジアミドの眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。  

皮膚刺激性は認められなかったが、軽度の眼刺激性が認められた。また、モルモットを用  

いたフルベンジアミドの皮膚感作性試験が実施され、皮膚感作性は認められなかった。  
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亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、マウスで11．9mg仕g体重／日、ラットで3．29  

mg瓜g体重／日、イヌで2．58mg茂g体重／日であった。   

慢性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで1．95mg夜g体重／日、イヌで2．21m♂kg  

体重／日であると考えられた。   

発がん性試験で得られた無毒性量は、マウスで4．44皿g耽g体重／日、ラットで1．70  

mg仕官体重／日であった。発がん性は認められなかった。マウス及びラットでは検体投与の  

影響による甲状腺の病理学的所見が認められたが、両種の変化は質的に異なり種差があっ  

た。また、甲状腺の変化の原因として、肝臓の薬物代謝酵素誘導による間接的影響の他、  

薬物の直接影響も考えられた。   

2世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットの親動物及び児動物で3．30mg此g体重／  

日であり、1世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットの親動物で3．84mg／kg体重／日、  

児動物で12．9mg瓜g体重／日であると考えられた。繁殖試験の児動物で観察された眼球腫  

大の発現には、薬物投与と遺伝的背景（感受性の差）の両者が関与していると考えられた。  

しかし、発現機序の詳細については不明であった。   

発生毒性試験で待られた無毒性量は、ラットの母動物で10mg肱g体重／日、胎児で1000  

mg此g体重／日、ウサギの母動物で100mg／kg体重／日、胎児で1000mg戊g体重／日である  

と考えられた。いずれも催奇形性は認められなかった。   

フルベンジアミドの細菌を用いた復帰突然変異試験、ハムスターのCⅡL細胞を用いた血  

血染色体異常試験、マウスの骨髄細胞を用いた′j、核試験が実施されており、全ての試験  

において陰性の結果が得られた。フルペンジアミドは生体にとって間居となる遺伝毒性を持  

たないものと考えられた。また、分解物B及びCの細菌を用いた復帰突然変異試験が実施  

されており、試験結果は陰性であった。   

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をフルベンジアミドと設定した。  

各試験における無毒性圭及び最小毒性圭は表30のとおりであった。  

表30 各試験における無毒性王及び最小毒性王  

動物種   試験   無毒性量  最小毒性量  備考3   

（mg此g体重／日）   （mg此g体重／日）  

マウス  90日間亜急  雄：11．9   雄：123   雌雄：肝′ト菓中心性肥大等  

性毒性試験  雌：14，7   雌：145   （本試験はガイドラインに準拠せず）  

78週間発が  雄：4．85   雄：94   雌雄：■甲状腺鹿大等  

ん性試験  雌：4．44   雌：93   （発がん性は認められない）   

ラット  90日間亜急  碓：11．4   雄：116   雄：PLT増加  

性毒性試験  雌：3．29   雌：13．1   雌：肝小葉周辺性脂肪化等  

1年間慢性  雄：1．95   雄：79＿3  

毒性試験  雌：2．40   雌：97．5   

3備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  
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104週間発  捷：1．70   雄：33．9   雌雄：肝小葉周辺性脂肪化等  

がん性試験  雌：2．15   雌：43．7   （発がん性は認められない）  

繁殖試験  親動物及び児動物  親動物及び児動物  親動物  

（2世代）  P雄：3．30   p雄：131   雌雄：甲状腺濾胞上皮肥大等  

P雌：3．95   P雌：159   児動物  

Fl雄：4．05  Fl雄：162  雌雄：肝比重量増加等  

Fl雌：4．59  Fl雌：176  

繁殖試儀  親動物   親動物   親動物  

（1世代）  P雄：127   P雄：1290   P雄：甲状腺腫大等  

P雌：3．84   P雌：15．0   P雌：肝暗色調化  

Fl雄：15．9   Fl雄：160   Fl雄：包皮分離完了遅延等  

Fl雌：5．28   Fl雌：21．0   Fl雌：腎比重王増加等  

児動物   児動物   児動物  

Fl雄：12．9  Fl雄：127  雌雄：肝比重量増加等  

Fl雌：15．0  Fl雌：149  

発生毒性試  母動物：10   母動物：100   母動物：肝比重皇増加  

験   胎児：1000   胎児：－   児動物：影響なし  

（催奇形性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試  母動物：100   母動物：1000   母動物：摂餌量減少等  

敦   胎児：1000   胎児：－   児動物：影響なし  

（催奇形性は認められない）   

イヌ  90日間亜急  雄：2．58   雄：52．7   雌雄：副腎比重量増加等  

性毒性試験  雌：2．82   雌：59．7  

1年間慢性  雄：2．21   雄：35．2   雄：肝比重量増加等  

毒性試験  雌：2．51   雌：37．9   雌：ALP増加等   

－：無毒性主文は最小毒性量は設定できなかった。  

食品安全委員会は、各試験の無毒性圭の最′ト値はラットを用いた104週間発がん性試験の4  

1．70mg此g体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0．017mg瓜g  

体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．017mg化g体重／日  

104週間発がん性試験  

ラット  

104週間  

混餌投与  

1．70mg此g体重／日  

100  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝・物／分解物略称＞  

賂称   化学名   

B   〃乙（2一メシルー1，1・ジメチルエチル）－〟‡4・比2，2，2－テトラフルオロ・1－（トリフル  

オロメチル）エチル】－αトリルIフクルアミド   

C   3一ヒドロキシー〃乙也－メシ／レ1，1－ジメチルエチル）－〟〈4・【1，2，2，2・テトラフ′レオ  

ロー1－（トリフルオロメチル）エチル】・グトリル‡フクルアミド   

D   3・ヒドロキシー〟乙（2－メシルー1，1・ジメチルエチル）・〝〈4－【1－ヒドロキシ・2，2，2・ト  

リフルオローl－（トリフルオロメチル）エチル1・Jト リルlフタルアミド   

E   3・ヨードー∧F（2・メシル・1，1・ジメチルエチル）・〝康一（ヒドロキシメチ  

／レ）・4・【1，2，2，2－テトラフルオロー1イトリフルオロメチル）エチル一フェニル‡フタ  

ルアミド   

G   2・ヨード・〟（2－メシルー1，1－ジメチルエチル）・6－‡4－ヒドロキシせ【1，2，2，2一テト  

ラフルオロ・1－（トリフルオロメチル）エチル】・4月ニ3，1・ベンゾオキサジンー2－イ  

ル‡ベンズアミド   

E   2・i【（3－ヨードー2・〈【徳一メシ／レ・1，1・ジメチルエチ／レ）アミノ】カルポニル）フユニ  
ル）カルポニル】アミノ〉・5・【1，2，2，2・テトラフルオロー1－（トリフルオロメチル）ェ  

チル】安息香酸   

M   2・メチル・4・【1，2，2，2－テトラフルオロ十（トリフ／レオロメチル）エチル】オキサニ  
リド酸   

P   3－ヨート〃凝－【1息2，2－テトラフルオロー1－（トリフルオロメチ′レ）ェチ／レ】一打ト  

リル〉フクルイミド   

R   2・【6・（〃‡2・ヒドロキシメチルー4－【1，2，2，2－テトラフルオロ・1・（トリフルオロメ  

チル）エチル】フユニル）カルバモイル）－2－ヨ ードフェニルカルポニルアミノ】－3・  

メシル・2一メチルプロビオン酸   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比   アルブミン／グロブリン比   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

揖   アルカリフォスファターゼ   

m   活性化部分トロンポプラスチン時間   

ChE   コリンエステラーゼ   

Cm奴   血祭及び血祭中放射能最高濃度   

GGTP   γ－グルタミルトランスペプチダーゼ   

Glob   グロブリン   

Gluc   血糖   

GPT   グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ   

Hb   血色素量   

Ht   ヘマトクリット値   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCV   平均赤血球容積   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血′J、板数   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

TAR   総処理放射能   

でBA   総月旦汁酸   

T．Bd   総ビリルビン   

T．Cbol   給コレステロール   

TG   トリグリセリド   

n皿   血液及び血焚中放射能最高濃度到達時間   

でP   総蛋白   

mR   総残留放射能   

TSH   甲状腺刺激ホルモン   

Tl／2   半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

■UDPGT   ビリルビン抱合酵素   
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＜別紙3：後作物残留試験成績＞  

前作  試  残留値（mg此∂   

作物名  験   
実施年  

代謝物B  代財物C  

実施年   
園   
場  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値  ・最高値  平均値   

だいこん  

（兼庫）  

2008年度   

だいこん  
キ十一ぺツ  

200丑年虔   
600   さ  （根部）  

2003年虔   

レタス  

（茎葉）  

2088年虔   

注）散布には顆粒水和剤を使用した。   



＜別耗4：作物残留試験成績＞  

試  残留値（mg肱∂  

作物名  験   代新物B  代謝物C  

実施牢    圃 場  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

だいず  7   0．089  仇051  ＜0．006  く0．006  ＜ひ．006  く8．00t；  

（乾燥子実）  
14  0．077  0．840  ＜0．006  く仇006  く0．006  ＜0．006  

200き牛皮   

3  
21  0．068  0．085  ＜0．006  く0．006  く0．006  く0．00（；  

42－44  0．080  0．018  く0．006  く0．008  く0．006  ＜0．006   

だいこん  
7   3．89   2．50   0．05   0．0ユ   く0．01  ＜0．Ol  

（葉部）  2  150－200  2  14   
1．14   0．82   0．01   0．Ol★  ＜0．01  く0．01  

2002年度  
1．0き   0．44   0，01   0．01★  く0．01  く0．01  

28   0．14   0．08★  く0．Ol  く0．Ol  く0．01  く0．01   

だいこん  7   0，007  0．006★  く0．006  ＜0．006  ＜0．006  ＜0．008  

（檀那）  2  150－200   
14  0，007  0．008●  ＜0．006  く0．006  く0．006  く0．006  

2002年虔  
＜0．006  ＜0．006  く0．0（〉6  ＜0．006  

＜0．006  く0．006  く0．006  ＜0．006   

1．81   1．64   0．02   0．02   く0．01  く0．0l  
はくさい   3   1＿86   1．08   0．01   0．01●  く0．01  く0．01   
（茎葉）  2   200   3   7   0．66   0．鋸   0．01   0．Ol★  ＜0．01  ＜0．01   
2002年虔  14   0．38   0．30   ＜0．01  ＜0．01  く0．01  く0．01  

21   0．1ら   0．10   く0．0l  く0．0l  く0．01  く0．01   

キャベツ  1   1．1き   0．4さ   0．01   0．01●  ＜0．01  ＜0．01  
8   l．50   0．39   0．01   0．01★  く0．01  ＜0．01  

（葉球）  4  120・200   
2002・2003  

3  7   1．ら○   ○，88   0．Ol   0．01★  ＜0．01  く0．01  

年度  
14   0．32   0．07■  く0．Ol  ＜0．01  く0．01  く0．01  
2l   0．10   0．03★  ＜0．01  く0．01  く0．Ol  ＜0．01   

0．76   0．66   0．01   0．01★  く0．01  く0．01  
8   0．78   0．51   0．01   0．01★  く0．01  く0，01  

レタス  
1   200   2   7   0．51   0．46   く0．01  ＜0，01  く0．01  く0．01  

（茎葉）  

14   0．さ0   0．28   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  
21   0．02   0．02★  ＜0．Ol  く0．01  く0．01  ＜0．01  

2002・2008  

年度  
0．94   0．56   0．01   0．01★  く0．01  ＜0．01  

2   200   
3   0．97   0．49   0．02   0．01★  く0．01  く0．0l  

8   
7   0．83   0．46   0．01   0．01●  く0．01  ＜0．01  
14   0．91   0．40   0．02   0．01■  く0．01  ＜0．01   

1   9．50   8．48   0＿20   0．16   く0．01  ＜0．Ol  
リーフレタス   8   7．42   6．54   0．15   0．12   く0．01  く0．01   
（茎葉）  2  200・250  2  7   7．26   8，0さ   0．13   0．11   ＜0．01  く0．01   

2004年度  14   5．94   5．28   0．11   0．09   く0．01  く0．01  
21   き．06   2．72   0．05   0．04   く0．01  ＜0．01   

ねぎ  
7   1．1さ   0．g6   0．01   0．01●  く0．01  く0．01  

（茎葉）  2   200   
14   1．01   0．85   0．01   ¢．01★  ＜0．01  く0．01  

2002年度  
与  2l   0．72   0．37   く0．01  ＜0．01  く0．01  く0．01  

28   0．25   0．16   ＜0．01  亨0．01  く0．01  ＜0．01   

トマト   1   0．25   0．178  く0．01  ＜0．01  く0．01  く0．Ol   
（果実）  2  200・300   2  き   0．24   0．158  く0．01  く0．01  く0．Ol  く0．01   
2008年度  7   0．21   ○－148  ＜0．01  く0．01  く0．01  ＜0．01   

りんご  
7   0．410  0．220  く0．006  ＜0．¢06  く0．0（I6  ＜0．006  

（果実）  

14  0．ユ12  0．190  く0．006  ＜0．006  く0．006  ＜0．006  

2（IO2年度   

2  200・250  2  
21  0．287  0．198  く0．006  く0．00（；  ＜0．006  く0．006  

45－49  0．185  0．080★  ＜○，006  ＜0．006  く0．006  ＜0．008   

日本なし  
7   0．250  0．222  ＜0．006  く0．006  く0．006  く0．006  

（果実）  2  150－200   
14  0．199  0．183  く0．006  ＜0．006  く0．006  ＜0．008  

2002年庶  

2  
21   0．163   0．141  く0．006  ＜0．006  く0．006  ＜0．008  
28  0．155   0．121  ＜0．006  ＜0．806  く0．006  く0．006   

もも  
1   0．012  0．007  く0．006  ＜0．006  く0．006  く0．006  

2  200－250   
3  ＜0．005  く0．006  く0．0（）6  ＜0．006  く0．00（；  く0．006  

（果肉） 2003年度  

2  
7  ＜0．005  く0．005  ＜0．006  ＜0．006  く0．006  く0．006  

14  ＜0．005  ＜0．005  く0．00（；  ＜0．006  ＜0．006  く0．00（；   
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試  残留債hg丑∂  

作物名  験   代掛物B  代謝物C  

実施年    陶 場  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

もも   5．25   8．TO   0．01●  0．008●  ＜0．01  く0．ひ08   

（果皮）  2  200・250  2   
3   

3．11   2．6l   ＜0．01  く0．008  く0．Ol  く0．008  

200き年度  
き．さ4   1．79   ＜0．01  く0．008  ＜0．01  く0．00さ  

14   2．12   1．56   ＜8．Ol  く0．008  ＜0，01  く0．008   

いちご   0．83   0．588  く0．01  く0．008  ＜0．01  く0．008   
呈キ ＝＝  2   200   2   3   0，82   0．400  く0．01  く0．008  く0．0l  く0．008   
2008年虔  7   0．49   0．288  く0・り・  く0．008  く0．81  く0．008   

茶   7   29．0   16．1   0．10   0．07t  く0．006  く0．006   

2   20（I   
ロ  

21．4   14．l   0．06   0．06●  ＜0．006  く0．006  

2008年虔  
16．0   10．0   ＜0．06  く0．06  く0．006  く0．00G  

2i   2．88   2．19   く0．06  く0．06  く0．006  く0．006   

茶   7   3．38   l．89き  ＜0．081  ＜0．0＝11  く0．080  ＜0．030   

2   200   
1  

2．44   l．582  ＜0．031  く0．08l  く0．080  く0．030   

2003年度  
1．98   1．186  く0．0き1  ＜仇031  ＜0．080  ＜0．080  

21   0．288  0．271  く0．Dき1  く0．081  く0．038  く0，080   

注）・散布には顆粒水和剤を使用した。   

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出したも  

のとして計算し、★印を付した。   

・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均にくを付して記載した。   



＜別紙5：推定摂取量＞  

国民平均  小児（1－6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

妓留値  （体重：15．8kg）  （体重：55．6kg）  
作物名   （m幽  

（体重：54．2kg）  

田  摂取量   茸  摂取量  ぼ  摂取量   ぽ   摂取量  
毎〟F）  （購仇切  毎〟甜  （〝威〟日）  』L〟日）  （〝成人／日）  ∀〟田  （〝威〟か   

だいヂ   0．05  56．10  2．81  33．70  1．69  45．50  2．28  58．80  2．94   

だいこん㈲  2．50  2．20  5．50  0．50   1．25  0．90  2．25   乱40   8．50   

だいこん㈱  0」01  45．00  0．45  18．70  0．19  28．70  0．29  58．50  0．59   

はくさい  1．64  29．40  48．22  10．30  16．89  21．90  35．92  29．90  49．04   

キャベツ  0．43  22．80  9．80  9．80  4．21  22．90  9．85  23．10  9．93   

レタス   8．48  6．10  51．73  2．50  21．20  6．40  54．27  4．20  35．62   

ねぎ   0．96  11．30  10．85  4．50  4，32  8．20   7．87  11．50  11．04   

トマト   0．18  24．30  4．37  16．90  3．04  24．50  4．41  18．90  3．40   

りんご   0．22  35．30  7．77  36．20  7．96  30．00  6．60  35．60  7．83   

日本なし  0．22  5．10  1．12  4．40  0．97  5．30   1．17   8．10   1．12   

もも   0．01  0．50  0．01  0．70  0．01  4．00  0．04   0．10   0，00   

いちご   0＿59  0．30  0．18  0．40  0．24  0．10  0．06   0．30   0．18   

茶   16．1  3．00  48．30  1．40  22．54  3．50  56．35  4．30  69．23   

合計  191．10  84．51  181．34  199．41   

注）・残留値は、申請されている使用時期・回数のうち最大の残留を示す各試験区の平均残留値を  
用いた（参照別紙4）。   

・茸：平成10年～は年の国民栄養調査（参照49～51）の結果に基づく農産物摂取量（♂人／日）   

・摂取量：残留値及び農産物摂取量から求めたアルペンジアミドの推定摂取量（〝釘人／日）  
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